
学校評価項目 評価の観点（細目） 評価（平均）

・小学生は、育成会を通じて連絡ができますが、中学生には連絡手段がありません。以前は、運動会等が開催さ

れていましたが、今は廃止され、子どもたちとの交流は全くありません。区のグラウンドゴルフ大会やゲート

ボール大会については、中学生との交流の場として活用できたら…と、考えています。参加を歓迎します。

・コロナ禍で、人との交流が狭くなっていく中、やはり子どもたちには地域の大人たちとのかかわりが必要なの

だと感じました。社会貢献への意識が高まることにより、学習意欲につながったり、自尊感情が高まる経験にな

るのだと思います。中学生が、学習だけでなくそういった生きるための原体験を積む場所であってほしいと願い

ます。

・小学校の先生が中学校の不登校生徒に対する取組や様子に強い関心があることに驚きました。普段から情報を

共有する機会が、あまりないのかと。不登校に対する悩みは、保護者も同じだと思います。情報交換の場を増や

し、良い方向へ進むことを願います。

・地域、家庭、学校（職員＋生徒）の４者が、目標に向かって活動・思考する、意欲に満ちた学校だと思いまし

た。

・コロナ禍の中、イベントや活動が制限されてきたが、来年度はPTAなどと連携し、活動の幅をひろげてほし

い。

意見

３．８

　　／４

○不登校生徒や、校内適応指導教室在籍の生徒に対する学校の真

摯な取組が見られた。一人でも多くの生徒が、学校や学級に復帰

してほしいと思う。

○人の役に立ちたいと思う生徒が多いことは、とてもよいと思

う。

○いじめがゼロになるような取組を期待している。

○子どもの実態を踏まえた観点だと思う。

●不登校については、次年度以降も対応が必要である。

３．８

　　／４

○熟議において、初対面の人に対する物おじしない活発な意見を

述べる姿に感心した。

○新宮手帳等の活用に期待している。

○重点目標、めざす姿にあった観点だと思う。

●学年が上がるにつれて、正答率３０％以下の生徒が増えていく

こと。

●学力下位層への支援

Ⅱ確かな学力の定着

・学びが「かがやく」生徒の育成

主題研究（自己調整学
習）の促進による授業

改善

基礎・基本の定着を図
る取組の強化

思考力等を高める「挑
戦の問題」の
取組の充実

◇次年度の教育活動全般についての意見等

令和４年度　新宮町立新宮中学校　総括に対する評価

学校の自己評価への評価　　　　　　　　　　　　※４段階評定尺度…「４　適切である　　３　概ね適切である　　２　適切でない部分が目立つ　　１　根本的な改善が必要　」    

Ⅰ豊かな心の醸成

・心が「かがやく」生徒の育成

・笑顔が「かがやく」生徒の育成

不登校等、学校適応
を促す取組の充実

自尊感情等を高める
取組の充実

互恵関係を育む
取組の充実


